
源
氏
物
語
「
本
文
と
享
受
」
の
研
究
(
I
)

―

登

場

人

物

の

「

死

の

季

節

」

―

岩

下

光

雄

I

従
来
の

『源
氏
』
｢作
中
人
物
論
｣
は
'
そ
の

｢死
の
季
節
｣
を
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
の
な
か
で
､
問
題
の
中
心
に
据
え
て
考
え
る

こ
と
は
'
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
0
｢雑
誌
｣
の

｢作
中
人
物
論
｣
の
特
集
や

『論
集
』
の
頬
を
見
て
も
'
そ
う
い
う
傾
向
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
れ
は
､
朱
雀
院
の
よ
う
に
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
も
あ
る
し
､
光
源
氏
の
よ
う
に
問
題
の
あ
る
場
合

も
あ
る
｡
ま
た
'
桐
壷
の
更
衣
の
死
は
夏
の
終
り
で
あ
る
が
'
鎮
魂
の
脱
は
秋
の
は
じ
め
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
あ
る
｡
だ
が
'
登

場
人
物
の
な
か
で
､
主
要
な
人
々
の
死
が
'
秋
の
季
節
に
多
い
と
い
う
よ
う
な
漠
然
と
し
た
言
い
方
で
､
す
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
よ
う

に
思
う
｡

人
の
死
ぬ
べ
き
日
は
､
三
百
六
十
余
日
い
つ
で
も
存
在
す
る
｡
無
常
な
る
こ
と
､
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
｡
『古
今
』
以
下
勅
撰
集

に
は
'
｢哀
傷
歌
｣
の

｢部
立
｣
が
見
ら
れ
る
.
だ
が
t
r古
今
L
F後
撰
』
r拾
退
』
F千
載
Jl
F新
古
今
Jl
と

｢八
代
集
｣

1
部
の
｢哀
傷
歌
｣

の
歴
史
を
た
ど
っ
て
い
く
と
'
そ
こ
に
は
､
あ
る
示
唆
的
な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
｡
以
下
､
い
ず
れ
も
岩
波
書
店



『新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
に
よ
る
調
査
で
あ
る
が
'
『新
大
系
』
本
の
歌
番
号
は

『新
編
国
歌
大
観
』
(角
川
書
店
)
に
よ
っ
て
い
る
.

｢哀
傷
歌
｣
の
集
別
歌
数
と
'
全
歌
数
に
対
す
る

｢哀
傷
歌
｣
の
占
め
る
百
分
率
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡
な
お
､
『拾
遺
抄
』
に
は
'

こ
の

｢部
立
｣
は
な
-
､
他
の

｢部
立
｣
の
歌
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡
以
下

｢補
遺
歌
｣
｢異
本
歌
｣
｢墨
滅
歌
｣
な
ど
は
除
-
0

古
今
集

･
巻
十
六

･
脚
～氾
34
首

･
3
･
1
%

後
撰
集

･
巻
二
十

･
3-6
-4-5
40
首

･…･
8
%

l

l

拾
遺
集

･
巻
二
十

･
2-4
-3-1
78
首

･
5
･0%

‖H

‖H

千
載
集

･
巻
九

･

細
～帖
61
首

･
4
･
7
%

新
古
今
集

･
巻
八

･
m
～拭
元
首

･
5
･
0
%

『新
古
今
』
を
頂
点
に
一
見
は
ぼ
左
高
山
形
状
の
グ
ラ
フ
を
形
成
し
て
い
る
｡
次
に
､
こ
れ
等
の
歌
を
､
詞
書
き
や
歌
意
な
ど
に
よ
っ
て

｢死
の
季
節
｣
が
明
か
で
あ
る
も
の
'
明
か
で
な
い
も
の
に
分
類
し
て
示
す
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
.
A
群
が
明
か
で
あ
る
も
の
t

B
群
が

明
か
で
な
い
も
の
で
あ
る
｡

B
群
は
'
詞
書
き
や
歌
に
季
節
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
も
の
ハ
い
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て

｢死
の
季
節
｣
を
い
つ

と
特
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
｡

B
群
の
後
者
に
は
歌
番
号
の
左
上
に
○
印
を
つ
け
た
｡
ま
た
'
｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
で
な
い
も
の
に
は
*

印
を
つ
け
た
｡

A
群
は
､
そ
の
季
節
を

(

)
内
に
示
し
た
｡
歌
番
号
の
左
上
に
▲
印
を
つ
け
た
も
の
は
歌
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
､
×
印
を

つ
け
た
も
の
は
詞
書
き
に
よ
っ
て
､
△
印
を
つ
け
た
も
の
は
歌
の
こ
と
ば
と
詞
書
き
と
に
よ
っ
て
､
そ
れ
ぞ
れ

｢死
の
季
節
｣
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
｡



古
今
集

A
群

.
肥

(春
)

･
.
脚

(秩
)

･
.8
(冬

･
服
喪
)
･
△

8

(秋

･
服
喪
)
･
△

紬

(夏

･
服
喪
)
･
△

紬

(秩
)
･
△
細

(夏
)
･
△
紺

(春
)

･か8
(秩
)

･
9
首

B
群雲

･弧
･批
･㍑
･
腿

･
描

･
は

･肝
･腿
･
糾

･
柑

･
紬

･
純

･
紺

･

.8
･

脱
･

o脱
･
脱

･

Oは
･

〇脱
･
.8

･
.脱

･
.弧

･
.8-

･.8-2
･25
首

｡

後
撰
集

A
群

△
4-1
(

秩
)
･
△
4-6

(春
)
･
△

4-7

(春
)
･

.

4
-

9
(秩
)
･
.
410

(秩
)

･
5
首
｡

l

1

1

1

1

B
群qU

.""日日

8
●
8

●3

3

1

1

3BF山
F<

l
●
l

l

4

4

1

1

拾
遺
集

1388●
日Bは監
●

1390●
1391●
日S完k;

HEJfi
●

HH空
●

目4日E
●

lE!萌E
●

HBfl
○ I
14221393
● ●

14231394
● ●

1402413.95
● o

1402513_96

T"Hu
凹九

〇
39

●39

l

l

･

35
首
｡

HSg岩
●

山!EX
●

HXZ
●

HE!害契
●

りEIM
●

HE架
●
O
HE!旭
●

日4日日
●

印4日節
●
O
HE13
●

日4日E!

A
群

△
2
(春
)

･△2-0
(夏
)
･
△
㍑

(夏
)
･
△
㍑

(
秩

)

･△ほ
(秩
)
･
△
311

(秩
)

･
6
首
｡

l

1

1

1

1

1

B
群

0
2
･
0
2
･
0
2-6
･
0
2
･
0
2
･
0
2
･
0
2
･O
は
･
0
2
･
0
2-7
･
2
･
2
･
2
･
2
･
2
･
2
･
…
･
2
･
2-7
･
2
･
2
･
3
･
3-1
･

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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日

聖

30

●
30

●
0
30

●
30

●
○
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日
日

=
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.
3

･

.
3-0

･
.
3-1

･
品

･
.
3

1

1

1

1

1

1334 1312

HEfl聖
●

日学‖4
●

1315
●

HBMj
●

HaHh

HBは 空

F
<

11
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U
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●

1338
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●
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●
●
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●
●
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●
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●

1324
●

1325
●
●

1326
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●
●
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●
●

uH!革
●
●

n別!牢
●
●

u E!A
●
●

円空A莞
●
●

‖ 牢引35

●3-7

l

1

千
載

集

HaE18

.

3
-9

･
.
3-0

･
.

3-1

･

7
2

首

｡

(
*

印

を

つ

け

た

も

の

28
頁

)

l
1

1

A
群

△
S
e
(夏
)
･
△
細

(夏
)
･
△

弼

(夏
)

･△弘.A
(夏
)
･
△

5

(夏
)

･
×
5

(夏
)

･△O':i;
(秋
･
服
喪
)

･△隅
(夏
)

･△E:
(夏
)

･
鼓
(
夏

)

･
△
弼

(夏
)

･
△
脚

(夏
)

･
△油

(
夏

)

･蝕
(秩
)

･
14
首
.

B
群

○
柑

･
〇
純

･
O
脚

･弧･
.
5

･
0
5

･氾･
ELD

･
f23
5

･

5･
O脚
･〇氾
･〇昭
･泊･
陥

･
5-6

･

附
･陥
･m
･5-1
･刑･
.
IDES

･
〇
弼

･

0
5E
｡

･
SEe

･

LL,
P

･

脚･
5-･
.i,
幻

･.I,
3

･
.i
,
EB

･.I,
田

･

.I,
6
!
･

5-
･.I,
S
!
･

弼･
LL,
3

･
555%

･
.I
,
EB

･.D
S
s
･

独･
弼･
純

･6-
1

･肥
･醐･
wEB

･
47

首

｡

新
古

今
集

A
群

△

7

(春
)

･△Ⅷ
(春
)

･△7-1
(春
)

･△7
(香
)

･△欄
(香
)

･.悩

(
夏

)

･
△
問

(春
)

･
△欄

(春
)

･
△
問

(春
)

･
△
欄

(夏
)

･△欄
(夏
)

･△oi;
(夏
)

･△m
(夏
)

･△7-2
(夏
)
△E
(秩
)

･.隅
(秩
)

･19m
(秩
)
･
△
Ⅷ

(秩
)

･△7
(秩
)

･
△問

(
秩

)

･
.
欄

(秩
)
･
.
欄

(秩
)

･
.
価

(秩
)
･

△
欄

(
秩
)
･
△
欄

(秩
)

･△仰
(香
)

･×ー
(春
)

･.潤

(
秩

)

△
欄

(秩
)

･
△
仰

(秩
)

･
.
潤

(秩
)
･
.
潤

(秩
)

･△肌
(秩
)
･
△
8-1

(冬
)

･
△
肥

(冬
)

･△弧
(冬
)

･

△

脳

(秩
)

･.8

(春
)

･×腿
(秩
)

･×∽
(秩
)
･
△
紬

(夏
)
･
△
弧

(夏
)

･
42
首
｡
(
*
印
を
つ
け
た
も
の
-
首
)

4



B
群

.

7
･
.欄
･
m
･
m

･
〇
m

･
Ⅷ

･
Ⅷ
･
問
･
〇
欄
･〇
糊

･
〇
欄
･
弧
･
貼

･
抑
･
脳
･

胴
･
810
･

811
･
8
･
813

･
8
･
8
･
816

･
817

･

8･

819
･

8-0･
8
･㍑･

泌

･
泌

･
は

･

8
･肌

･.8
-1

･.陀

･.㍑

･

.隅
･

.脳

･
描

･
8

･腿

･
.脚

･
紺

･
8

･
陀

･
紺

･
紬

･

o純
･

O脚
･
紺

･

柑
･.脚
･.8
･8
･

Oは
･.脱
･
脱

･
58首
.(
*
印
を
つ
け
た
も
の
11
首
)

以
上
の
結
果
を
集
計
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る

｡

節 千戟 袷追 級 古A

古A 撹 壷

~7莱 莱 集 集

42 14 6 5 9 A群

58 47 72 35 25 B群

100 61 78 40 34 計

42.0 23.0 7.7 12.5-26.5 A 哀群 傷の 歌占 全

( ( ( ( ( め体
46.1 21.1 12.0 12.8 28.6 るの

百
分
率
の
下
段
に

(

)
で
示
し
た
数
値
は
'
各
群
か
ら

｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
で
な
い
も
の
を
除
外
し
'
修
正
を
加
え
た
百
分
率
で
あ
る
｡

次
に
季
節
の
明
か
な
A
群
の
う
ち
､
｢死
の
季
節
｣
が
四
季
の
ど
の
季
節
に
属
す
る
の
か
､
さ
ら
に
そ
れ
が
､
A
群
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
百
分
率
を
占
め
て
い
る
の
か
､
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡



節 千 袷追 級 古ノゝ
盲A 戟 撰 一丁

~~~7集 集 集 集 集

ll 1 2 2 歌数 春

26.2 16.7 40.0 22.2 冒分率

8 12 2 2 敬数 夏

19.1 85.7 33.3 22.2 百分率

20 2~ 3 3 4 敬数 秩

47.6 14.3 50.0 60.044.4 育分率

3 ト 敬数 冬

こ
れ
ら
の
事
実
を
論
拠
に
し
て
'
次
の
よ
う
に
要
約
し
､
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

川･
｢死
の
季
節
｣
が
､
四
季
の
す
べ
て
に
百
一っ
て
い
る
歌
集
は

『古
今
』
と

『新
古
今
』
の
二
つ
の
勅
撰
集
だ
け
で
あ
る
｡
こ
の
二
集

は

'｢秋
の
季
節
｣
の
歌
が
最
も
多
く
'
そ
れ
ぞ
れ
4
･
4
%
､
7
･
6
%
に
達
し
て
い
る
｡
次
に
多
い
の
が

｢春
の
季
節
｣
で
､
そ
れ
ぞ
れ
2
･
2
%
'

.d｢

4

…

6
･
2
%
で
あ
る
が
'
｢夏
の
季
節
｣
も
多
い
.
そ
れ
ぞ
れ

2
･
2
%
'

=

%
と
な
っ
て
い
る
｡
『
後
撰
』
『拾
遺
』
も

｢
秋
｣
が
多
く
'
そ

れ

ぞ
れ

M山叩

Ⅴれ叩

:

60
%
'
50
%
と
な
っ
て
い
る
｡
『後
撰
』
は
'
｢春
｣
と

｢秋
｣
の
歌
だ
け
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
『拾
遺
』
は
'
｢夏
｣
が
3-
･
3
%
と
第
二
位
で

あ
り
､
『千
載
』
は
､
｢春
｣
の
歌
は
な
く

｢夏
｣
の
歌
が
8-
i
7
%
に
達
し
て
い
る
｡
｢秋
｣
の
歌
は
-
･
3
%
に
過
ぎ
ず
､
そ
の
他
の

｢季
節
｣
の

1

歌
は
全
く
見
ら
れ
な
い
｡
｢死
の
季
節
｣
の
歌
を
め
ぐ
る
既
着
な
片
寄
り
は
'
人
の
死
が
偶
然
そ
う
い
う
傾
き
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
論
点

だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
'
美
意
識
に
深
く
関
わ
る
問
題
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
『後
拾
遺
』
『金
葉
』
『
詞
花
』
の
三

集
は

｢哀
傷
歌
｣
の

｢部
立
｣
は
な
い
｡



脚･
『八
代
集
』
に
お
け
る
四
季
の

｢部
立
｣
の
歌
数
と
そ
れ
が
全
歌
数
に
占
め
る
百
分
率
を
集
計
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
F
後

拾
遺
』
と
'
参
考
資
料
の

F拾
遺
抄
』
は
､
角
川
書
店

『新
編
国
歌
大
観
』
本
に
よ
っ
た
｡

袷 節 千 詞 金 級 袷 級 古

追抄 古A 戟集 花 葉_袷過莱 追 撰 今｢集 集 莱 莱 集 集

57919781288 415 6651218135114251100 全歌数

54 174 135 50 93 164 78 146 134 春

9.3 8.8 10.5 12.1 14.0 13.5 5.8 10.3 12.2

32 110 90 31 62 70 58 71 34 夏

5.5 5.7 7.0 7.5 9.3 5.7 4.2 5.0 3.1

47 226 161 58 101 142 78 226 145 秩

8.1 13.4 12.5 14.0 15.2 ll.7 5.8 15.9 13.2

30 1% 89 21 48 48 48 64 29 冬

5.2 7.9 6,9 5.1 7.2 3.9 3.6 4.5 2.6

4161271 813 255 361 7941099 919 758 その他の敬

(参
考
資
料
)

四
季
の
歌
以
外
の
歌
群
の
占
め
る
百
分
率
は
､
『拾
遺
』
の
81
･
3
%
'
『金
葉
』
の
5-
･
3
%
を
除
き
'
六
勅
撰
と
も
に
60
%
台
で
､
選
歌
意
識
に

一
つ
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
存
在
し
た
も
の
と
想
定
す
べ
き
で
あ
る
｡
｢春
｣
部
の
歌
は
'
『新
古
今
』
8
･
8
%
'
『拾
退
』
5
･
8
%
を
除
き
'
o
･
3
%
日
日



か
ら
川
%
の
問
に
六
勅
撰
集
が
と
も
に
10
%
台
に
並
列
し
て
い
る
｡
｢秋
｣
部
の
歌
も

『拾
遺
』
の
5
･
8
%
を
除
き
､
l
･
7
%
か
ら
∽
%
の
間
に

-

.▲l

l

l

七
勅
撰
集
が
と
も
に
10
%
台
に
並
列
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
｢夏
｣
部
と

｢
冬
｣部
と
の
間
に
は
'
歌
集
に
よ
っ
て
入
集
歌
数
に
か

な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
｡
｢夏
｣
部
で
は

『金
葉
』
が
9
･
3
%
で
最
も
高
く

『詞
花
』
7
･
5
%
'
『千
載
』
ー
･
0
%
と
'
こ
の
時
代
に
山
形
状
の

グ
ラ
フ
が
頂
点
を
形
成
し
て
い
る
｡
『新
古
今
』
『後
拾
遺
』
が
と
も
に
5
･
7
%
で
'
『古
今
』
ま
で
ほ
ぼ
山
形
状
グ
ラ
フ
の
裾
野
の
部
分
を
形

成
し
て
い
る
｡
｢冬
｣
部
の
歌
は

『新
古
今
』
ー
･
9
%
､
『金
糞
』
E:･
2
%
t
F千
載
』
6
･
9
%

『詞
花
』
5
･
1
%
で
､
『金
葉
』
を
境
に
百
分
率
が
高
-

な
っ
て
い
る
｡
『古
今
』
か
ら

『後
拾
遺
』
ま
で
の
四
歌
集
を
成
立
順
に
百
分
率
で
示
す
と
､
そ
れ
ぞ
れ
､
2
･
6
%
'
4
･
5
%
､
3
･
6
%
､
3
･
9
%
で

あ
る
.
こ
こ
で
も

F拾
退
』
F金
葉
』
の
存
在
が
大
き
-
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
｡
参
考
資
料
と
し
て
付
し
た

『拾
退
抄
』
も
'
ま
た
'

｢
八
代
集
｣
の
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
逆
行
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
｡

伽

･
B
群
の
総
歌
数
､
｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
で
な
い
も
の
と
し
て
*
印
を
つ
け
た
歌
数
､
｢死
の
季
節
｣
は
い
つ
と
特
定
で
き
な
い
が
季
節

が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
○
印
を
つ
け
た
歌
数
を
､
そ
れ
ぞ
れ
t
A
欄
t
B
欄
､
C
欄
に
集
計
す
る
｡
さ
ら
に
'
｢
A
｣
か
ら

｢
B
｣

を
減
じ
た
歌
数
を
D
欄
に
､
｢
C
｣
が

｢
D
｣
に
占
め
る
百
分
率
を
E
欄
に
示
す
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡

8

千 袷遺集 級 古A戟莱 撰莱 ~~7隻

47 72 35 25 A

2 28 1 5 B

9 13 7 4 C

45 44 34 20 D



季
節
へ
の
意
識
'
｢季
節
感
｣
の
表
現
と
い
う
点
で
は
､
『拾
遺
』
r新
古
今
』
が
や
は
り
他
の
勅
撰
集
と
比
較
し
て
問
題
意
識
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
｡

A
群
の
歌
と
C
欄
の
歌
と
を
集
計
L
t
そ
れ
が
哀
傷
歌
の
総
数
に
占
め
る
百
分
率
を
示
す
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
百
分
率
の
下
段
に

(

)
で
示
し
た
数
値
は
､
｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
で
な
い
も
の
を
除
外
し
､
修
正
を
加
え
た
百
分
率
で
あ
る
｡

釈 千戟 袷過 級 古A｢

今集 集 莱 集 莱

49 23 19 12 13 A群C欄の計

100 61 78 40 34 紘数

49.0 37.7 24.4 30.0 38.2 ■百

( ( ( ( ( ◆分55.1 39.0 38.0 30.8 44.8

｢哀
傷
歌
｣
の
な
か
で
､
何
ら
か
の
意
味
で
季
節
へ
の
意
識
に
関
わ
る
表
現
を
し
て
い
る
歌
は
､
『新
古
今
』
の
4-
･
0
%
か
ら

『拾
退
』
の

-
I
4

%
､
修
正
を
加
え
た
百
分
率
で
は
'
扇

古
今
』
の
5-
･
1
%
か
ら

『後
撰
』
の
3-
･
8
%
の
間
に
'
そ
れ
ら
の
百
分
率
が
分
布
し
て
い
る
.

m肌叩
｢死
の
季
節
｣
を
め
ぐ
る
意
識
に
は
'
勅
撰
集
に
よ

っ

て
か
な
り
大
き
く
相

違

す
る
部
分
と
普
遍
的
で
相
違
し
な
い
部
分
と
が
見
ら
れ
る
｡



『古
今
』
に
よ
っ
て
指
向
さ
れ
'
確
立
さ
れ
て
い
っ
た

｢季
節
感
｣
は
'
｢死
の
季
節
｣
と
い
う
世
界
で
は
拡
散
L
t
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う

に
見
え
る
.
だ
が
､
『後
撰
』
か
ら

『拾
遺
』
へ
と
そ
う
い
う
傾
斜
を
示
し
な
が
ら
も
'
『金
葉
』
を
摘
ん
で

『千
載
』
か
ら

『新
古
今
』
へ

と
い
う
歴
史
の
な
か
で
'
ま
た
そ
う
し
た
意
識
の
確
立
へ
と
向
っ
て
'
大
き
-
動
い
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

仙

･

『新
古
今
』
は
'
文
学
史
的
に
は

｢中
世
｣
の
作
品
で
あ
る
が
へ
王
朝
文
学
の
光
だ
'
残
照
と
し
て
の
史
的
世
界
と
意
味
と
を
負
う

作
品

で
も
あ
っ
た
｡
『古
今
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
撰
者
達
の
高
い
撰
集
意
識
に
貫
か
れ
た
歌
集
で
あ
る
こ
と
は
'
｢哀
傷
歌
｣
の
郡
立
て
を

通
し
て
も
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
｡
巻
頭
に

｢題
し
ら
ず
｣
の
詞
書
き
で
'
遍
昭
の

｢末
の
霞
｣
と
小
町
の

｢あ
は
れ
な
り
｣
の
歌
を

置
-
｡
遍
昭
の
歌
は

『新
古
今
』
撰
集
の
際
､
『古
今
』
に
入
集
し
て
い
な
い
こ
と
を
撰
者
達
が
不
思
議
が
っ
た
と
い
う
｡
赤
瀬
信
吾
氏
は
'

岩
波
書
店

『新
大
系
』
の
脚
注
で

｢哀
傷
歌
は
人
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
を
詠
ん
だ
歌
｡
巻
頭
に
､
無
常
を
主
題
と
す
る
高
僧
の
歌
を
す
え

る
OL
｢七
五
七
の
遍
昭
と
七
五
八
の
小
町
と
は
同
じ
-
六
歌
仙
で
贈
答
歌
も
あ
る
｡｣
(は
貢
)
と
注
記
す
る
.
巻
頭
に
並
置
さ
れ
た
遍
昭
､

小
町
の
二
首
の
歌
は
､
｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
で
は
な
い
｡
し
か
し
､
続
く
七
五
九
番
歌
か
ら
七
七
二
番
歌
ま
で
の
十
四
首
は
､
す
べ
て
A
群

の
歌
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､
七
七
七
番
歌
か
ら
八
〇
四
番
歌
ま
で
は
'
五
首
の
歌
を
除
く
二
十
三
首
が
A
群
の
歌
で
あ
る
｡
か
な
り
精
選
度
の

高
い
撰
集
意
識
が
見
ら
れ
る
歌
集
で
あ
る
が
､
挿
入
し
た
り
､
捕
入
し
た
り
し
て
い
て
､
整
然
と
し
て
い
な
い
部
分
も
混
在
し
て
い
る
｡
非

｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
八
五
四
番
歌
は
､
藤
原
季
縄
の
公
忠
朝
臣
に
宛
て
た
辞
世
の
歌
で
､
『大
和
』

一
〇
一
段
の
物
語
と
重
複
'
｢無
常
の
世

の
痛
恨
の
嘆
き
｣
(『新
大
系
』
脚
頁

脚
注
)
を
詠
ん
で
い
る
.
八
三

1
番
歌
か
ら
八
三
五
番
歌
の
五
首
も

｢無
常
の
心
を
｣
の
詞
書
き
の

も
と
に
西
行
の

｢
い
つ
欺
き
｣
の
歌
'
慈
円
の

｢
み
な
人
の
｣
｢さ
の
ふ
見
し
｣
｢
よ
も
ぎ
ふ
に
｣
｢わ
れ
も
い
つ
ぞ
｣
の
歌
を
集
め
て
い
る
｡

六
歌
仙
時
代
の

｢無
常
｣
の
歌
に
対
応
す
る

｢無
常
の
心
｣
を
当
代
意
識
の
な
か
に
据
え
直
し
て
い
る
と
読
み
解
い
て
い
い
の
で
は
な
い
か
｡

そ
こ
に
は
'
対
偶
す
る
撰
集
意
識
が
朗
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
.
と
こ
ろ
が
'
最
後
に
残
っ
た
非

｢挽
歌
的
哀
傷
歌
｣
の
八
五
〇
番
歌

と
八
五

一
番
歌
'
こ
の
詞
書
き
は

｢題
し
ら
ず
｣
で
､
小
町
の

｢あ
る
は
な
き
｣
と
業
平
の

｢白
玉
か
｣
の
二
首
の
歌
が
並
置
さ
れ
て
い
る
｡
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巻
八

｢哀
傷
歌
｣
巻
頭
の
遍
昭
と
小
町
の

｢題
し
ら
ず
｣
の
詞
書
き
と
全
-
同
じ
で
'
歌
の
主
題
も
と
も
に
六
歌
仙
で
あ
る
こ
と
も
対
偶
す

る
｡
｢白
玉
か
｣
の
歌
は
､
『隠
岐
本
新
古
今
集
』
で
切
り
出
さ
れ
た
歌
で
あ
る
が
'
『伊
勢
』
六
段

｢芥
川
｣
の
物
語
の
歌
｡
｢消
な
ま
し
物

を
｣
は
､
天
福
本
で
は
､
｢消
え
な
ま
し
も
の
を
｣
'
『新
古
今
』
と
同
じ
本
文
を
も
つ
の
は

『伊
勢
』
大
島
本

･
塗
寵
本
な
ど
で
あ
る
｡
巻

八
は
､
延
葛
飾
歌
'
兼
輔
'
季
縄
､
具
平
親
王
'
紫
式
部
歌
へ
と
続
い
て
､
八
五
六
番
で
終
っ
て
い
る
｡
こ
の
対
偶
的
に
並
置
さ
れ
た
二
組

み
の
歌
の
も
つ
意
味
は
､
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
｡
と
も
か
-
､
こ
う
い
う
か
な
り
精
度
の
高
い

撰
集
意
識
と
挿
入
的
､
後
置
の
部
分
を
も
混
在
さ
せ
な
が
ら
構
成
さ
れ
､
｢死
の
季
節
｣
の
意
識
が
明
確
に
確
立
し
て
い
っ
た
姿
を
そ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
れ
は
､
『新
古
今
』
の
美
意
識
と
し
て
'
王
朝
的
な
る
も
の
の
集
成
､
残
照
で
あ
る
と
と
も
に
'
中
世
的
な
る
も

の
へ
の
展
望
､
発
展
へ
の
意
識
を
秘
め
て
い
た
｡

以
上
指
摘
し
て
き
た
種
々
相
と
深
-
関
わ
る
問
題
を

『源
氏
』
の
登
場
人
物
の

｢死
の
季
節
｣
に
据
え
直
し
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
'

興
味
深
い
こ
と
の
よ
う
に
思
う
｡
『石
山
寺
縁
起
』
に
は
､
琵
琶
湖
に
映
る
秋
の
名
月
に
､
い
た
-
感
動
し
た
紫
式
部
が
'
｢源
氏
の
間
｣
に

寵
っ
て
'
須
磨
'
明
石
の
巻
か
ら
物
語
を
執
筆
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は

一
つ
の
伝
承
文
学
'
唱
導
文
学
と
の
深
い
関
わ
り
を
示

し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
も
の
の
さ
と
L
t
自
然
の
掃
理
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
あ
る
柔
ら
ぎ
の
心
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
示
し
て
も
い
る
｡

Ⅱ

『源
氏
』
の
登
場
人
物
の
な
か
で
､
主
要
な
人
々
の

｢死
の
季
節
｣
が
､
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
､
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

す
る
｡
岩
波

『大
系
』
本
に
よ
る
｡

m
藤
壷
の
死

○
春
の
は
じ
め
よ
り
'
悩
み
渡
ら
せ
給
ひ
て
､
三
月
に
は
､
い
と
重
く
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
､
(薄
雲

2-7頁
)

○
と
も
し
火
な
ど

ll



の
消
え
入
る
よ
う
に
て
､
は
て
給
ひ
ぬ
れ
ば
'
(薄
雲

cqSS頁
)

脚
六
条
御
息
所
の
死

冷
泉
帝
二
月
二
十
余
日
即
位
｡
〇
七
日
八
日
あ
り
て
'
う
せ
給
ひ
に
け
り
｡
(樗
標

m
頁
)

○
雪
'
冥
か
き
乱
れ
荒
る
る
日

降

り
み
だ
れ
ひ
ま
な
き
空
に
な
き
人
の
あ
ま
か
け
る
ら
む
宿
ぞ
悲
し
き

(浮
標

は
貢
)

仰
左
大
臣
の
死

〇
年
も
か
へ
り
ぬ
｡
(薄
雲

は頁
)

○
そ
の
頃
'
太
政
大
臣
亡
せ
給
ひ
ぬ
｡
(薄
雲

2-6頁
)

仙大
宮
の
死

春
三
月
二
十
日
死
去

〇
三
月
廿
日
'
お
は
殿
､
大
宮
の
御
忌
日
に
て
､
(藤
裏
葉

は
頁
)

仰
柏
木
の
死

○
泡
の
消
え
入
る
や
う
に
て
､
亡
せ
給
ひ
ぬ
｡
(柏
木

35
頁
)

以
上

川
～
刷
の
人
々
は
'
春
の
季
節
に
死
ん
で
い
っ
た
人
達
で
あ
る
.

㈲
桐
壷
の
更
衣
の
死

○
そ
の
年
の
夏
'
御
息
所
'
は
か
な
き
心
ち
に
患
ひ
て
､
(桐
壷

30
貢
)

O
｢夜
な
か
､
う
ち
過
ぐ
る
程
に
な
む
､
絶
え
は
て
給

ひ
ぬ
る
｣
(桐
壷

32
頁
)

○
野
分
だ
ち
て
､
に
は
か
に
肌
寒
き
夕
碁
の
程
､
つ
ね
よ
り
も
､
お
ぼ
し
出
づ
る
こ
と
多
-
て

(桐
壷

34
頁
)

更
衣
の
死
は
夏
の
終
り
で
'
そ
の
鎮
魂
の
賦
は

｢野
分
｣
の
季
節
の
訪
れ
の
な
か
に
語
ら
れ
て
い
-
0

m葵
の
上
の
死

鳥
辺
野
に
は
八
月
廿
日
余
日
の
有
明
｡

○
殿
の
内
'
人
ず
く
な
に
､
し
め
や
か
な
る
程
に
t
に
は
か
に
'
例
の
御
胸
を
せ
き
あ
げ
て
'

12



い
た
う
惑
ひ
給
ふ
｡
(英

油
貢
)

㈲
紫
の
上
の
死

○
ま
こ
と
に
'
消
え
ゆ
く
露
の
心
地
し
て
'
限
り
に
見
え
給
へ
ば
'
(御
法

は
貢
)

○
(八
月
)
十
四
日
に
亡
せ
給
ひ
て
'
(御
法

S8_
頁
)

㈱
夕
顔
の
死

八
月
十
六
日
'
宵
過
ぎ
る
頃
｡
○
引
き
動
か
し
給
へ
ど
'
な
よ
′
1
.と
し
て
､
我
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ
ば
'
(夕
顔

1-9
貢
)

〇

十
七
日
の
月
さ
し
出
で
て
､
河
原
の
程
'
御
さ
き
の
火
も
'
ほ
の
か
な
る
に
'
烏
部
野
の
か
た
見
や
り
た
る
程
な
ど
'
(夕
顔

は
貢
)

㈹
宇
治
の
八
宮
の
死

八
月
二
十
日
の
夜
､
八
宮
他
界
｡
○
お
は
か
た
の
空
の
気
色
も
､
い
と
ど
し
き
頃
'
君
だ
ち
は
'
朝
夕
芽
の
晴
る
る
間
も
な
く
お
ぼ
し

13

嘆
き
つ
～

な
が
め
給
ふ
O
(椎
本

犯
頁
)

以
上

m
～
㈹
の
人
々
は
､
秋
の
季
節
に
死
ん
で
い
っ
た
人
達
で
あ
る
が
'
死
ん
だ
日
や
野
辺
送
り
の
日
な
ど
が
'
｢
八
月
何
日
｣
と
い
う

よ
う
に
'
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
｡
そ
こ
が
'
他
の
季
節
の
死
者
と
相
違
す
る
点
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
弘
微
殿
の
大
后
は
直
接
そ
の
死
が
書

か
れ
て
い
な
い
｡
若
菜
巻
下
に

｢九
月
は
院
の
大
后
の
か
-
れ
給
ひ
に
し
月
な
れ
ば
'｣
と
朱
雀
院
五
十
の
御
賀
に
か
ら
ん
で
記
述
さ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
｡

㈹宇
治
の
大
君
の
死

十

一
月
に
入
っ
て
重
態
｡
○
見
る
ま
ま
に
'
物
の
枯
れ
ゆ
く
や
う
に
て
'
消
え
果
て
給
ひ
ぬ
る
｡
(総
角

賊
頁
)

伯
桐
壷
の
帝
の
死

十
月
末
｡

○
お
ど
ろ
-′′＼
し
き
さ
ま
に
も
'
お
は
し
ま
さ
で
t
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
｡
(貿
木

E
貢
)



㈹
朱
雀
院
の
死

二
月
廿
日
以
前
'
不
明
｡
○
故
朱
雀
院
の
､
取
り
わ
き
て
'
こ
の
あ
ま
尼
の
御
事
を
ば
､
(宿
木

112
頁
)

宇
治
大
君
'
桐
壷
帝
は
冬
の
季
節
に
死
去
｡
朱
雀
院
は
二
月
廿
日
以
前
で
あ
る
が
不
明
｡

㈹
右
大
臣
の
死

〇
三
月
十
三
日
､
神
'
鳴
り
閃
め
き
'
雨
､
風
さ
わ
が
し
き
夜
'
御
か
ど
の
御
夢
に
'
院
の
御
か
ど
'
御
ま
へ
の
御
階
の
も
と
に
渡
ら

せ
給
ひ
て
'
‥
-
･御
つ
ゝ

し
み
'
内
裏
に
も
宮
に
も
'
限
り
な
う
せ
さ
せ
給
ふ
｡
太
政
大
臣
､
亡
せ
給
ひ
ぬ
｡
(明
石

79
頁
)

右
大
臣
の
死
は
春
の
季
節
と
考
え
ら
れ
る
｡

脚
光
源
氏
の
死

○
物
思
ふ
と
過
ぐ
る
月
日
も
知
ら
ぬ
ま
に
年
も
わ
が
世
も
今
日
や
尽
き
ぬ
る

朔
日
の
ほ
ど
の
こ
と
､
｢常
よ
り
も
殊
な
る
べ
-
｣
と
'
お
き
て
さ
せ
給
ふ
｡
親
王
た
ち
'
大
臣
の
御
引
出
物
'
し
な

ぐ

の
禄
ど

も
な
ど
'
｢
二
な
う
お
ぼ
し
設
け
て
｣
と
ぞ
｡
(幻

216頁
)

O
｢故
院
の
亡
せ
給
ひ
て
後
'
二
三
年
ば
か
り
の
末
に
'
世
を
背
き
給

ひ
し
嵯
峨
の
院
に
も
､
六
条
院
に
も
､
さ
し
の
ぞ
く
人
の
'
心
'
を
さ
め
む
方
な
-
な
む
侍
り
け
る
｡｣
(宿
木

50
頁
)

光
源
氏
の
死
は
い
ず
れ
の
季
節
で
あ
っ
た
か
明
確
で
な
い
.
｢類
黒
の
死
｣
が
､
源
氏
と
前
後
し
て
他
界
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
'

｢類
黒
の
死
｣
と
い
う
観
点
か
ら
も
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
の
よ
う
に
思
う
.
た
だ
'
竹
河
の
巻
に
､

○
さ
ま
.ぐ

に
'
か
し
づ
き
立
て
む
こ
と
を
､
お
ぼ
し
お
き
て
ゝ

'
年
月
の
過
ぐ
る
も
'
心
も
と
な
が
り
給
ひ
し
程
に
､
あ
へ
な
く

亡
せ
給
ひ
に
し
か
ば
'
夢
の
や
う
に
て
､
｢
い
つ
し
か
｣
と
､
急
ぎ
お
は
し
し
御
宮
仕
へ
も
'
お
こ
た
り
ぬ
｡
(竹
河

2-1
頁
)

と
あ
り
'
｢冷
泉
院
に
､
御
子
の
や
う
に
お
ぼ
し
か
し
づ
く
四
位
の
侍
従
'
そ
の
頃
'
十
四
五
ば
か
り
に
て
｣
(竹
河

脱
貢
)'
｢
こ
の
四
位

の
侍
従
の
御
有
様
｣
(同
)
な
ど
と
見
え
て
い
る
｡
匂
宮
の
巻
で
は
､
｢秋
､
薫
'
右
近
中
将
､
四
位
｣
で
あ
る
｡
従
来
か
ら
官
位
'
年
立
な

14



ど
に
問
題
を
残
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
物
語
は
'

○
む
月
の
朔
日
ご
ろ
､
か
む
の
君
の
御
は
ら
か
ら
の
大
納
言
'
高
砂
う
た
ひ
し
よ
'
藤
中
納
言
､
故
大
殿
の
太
郎
､
真
木
柱
の
一
つ
腹

な
ど
､
ま
ゐ
り
給
へ
り
｣
(竹
河

は
頁
)

と
続
く
｡
｢む
月
の
朔
日
｣
は
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
'
類
黒
の
死
は
'
冬
の
季
節
と
も
臆
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
.
春
に
な
っ
て
は
じ

め
て

｢故
大
殿
｣
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
｡
そ
れ
以
前
は
'
｢亡
せ
給
ひ
に
し
か
ば
｣
(竹
河

2-1
頁
)
｢殿
お
は
せ
で
後
｣

(同

㍑亘
)
と
な
っ
て
い
る
0
そ
し
て
'
こ
う
い
う
表
現
に
注
意
し
て
読
ん
で
い
-
と
'
朱
雀
院
の
死
も
､
｢
二
月
廿
日
以
前
'
不
明
｣
で

は
あ
る
が
､
｢故
朱
雀
院
の
｣
(宿
木

112
頁
)
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
'
最
も
近
い
季
節
で
あ
る
冬
の
季
節
で
あ
っ
た
と
臆
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
も
知
れ
ぬ
｡
光
源
氏
の
死
の
季
節
も
明
確
で
は
な
い
｡
た
だ
'
出
家
は

｢死
｣
と
そ
の

｢転
生
｣
を
意
味
す
る
と
い
う

｢読
み
｣

方
か
ら
す
る
と
､
幻
の
巻
の

｢物
思
ふ
と
過
ぐ
る
月
日
も
知
ら
ぬ
ま
に
年
も
わ
が
世
も
今
日
や
尽
き
ぬ
る
｣
の
巻
末
歌
は
ど
の
よ
う
に
解
釈

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
｡
諸
注
が
注
記
す
る
よ
う
に
'
こ
の
歌
は

｢後
撰
』
冬

･
藤
原
敦
忠
の

｢も
の
思
ふ
と
過
ぐ
る
月
日
も
知
ら
ぬ
間
に
今

年
は
今
日
に
は
て
ぬ
と
か
聞
-
｣
の
上
の
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
｡
『大
成
』
に
よ
る
と
､
河
内
本
で
は

｢わ
か
世
も
｣
が

｢我
身
も
｣､

河
内
本
と
同
じ
異
文
を
持
つ
の
は
別
本
系
の
御
物
本
と
陽
明
文
庫
本
で
あ
る
｡
｢
つ
き
ぬ
る
｣
が
､
別
本
系
の
変
生
本
'
阿
望
美
本
で
は

｢
は
て
ぬ
る
｣
と
な
っ
て
い
て
'
『後
撰
』
敦
忠
の
歌
に
近
い
語
句
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
｡
小
学
館

『全
集
』
の
頭
注
に

｢年
が
明

け
た
ら
出
家
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
'
わ
が
人
生
は
'
こ
の
年
の
暮
れ
と
と
,O
に
終
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
.｣
(描
貢
)
と
あ
り
'

源
氏
の
物
語
は
こ
こ
で
終
わ
る
｡
源
氏
は
年
明
け
て
間
も
な
く
出
家
し
､
嵯
峨
の
御
寺
に
龍
っ
た
と
は
後
の
宿
木
巻
に
語
る
と
こ
ろ
で

あ
る
.
｢年
も
わ
が
世
も
｣
尽
き
た
と
述
懐
す
る
源
氏
は
'
再
び
そ
の
姿
を
現
わ
す
こ
と
は
な
い
｡
幻
巻
は
'
あ
た
か
も
月
次
の
犀
風
絵

の
画
面
に
季
節
が
流
れ
る
よ
う
に
'
ひ
と
年
の
経
過
を
歌
に
よ
っ
て
語
り
つ
づ
っ
て
き
た
が
'
紫
の
上
に
先
立
た
れ
た
悲
傷
は
そ
の
過
程

で
し
だ
い
に
昇
華
L
t
そ
の
ま
ま
な
だ
ら
か
に
出
家
へ
の
道
を
開
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
｡
(幻

描
頁
)

15



と
注
記
し
て
い
る
｡
岩
波

『大
系
』
'
｢
そ
の
出
家
も
死
も
つ
い
に
物
語
の
な
か
で
措
か
れ
る
こ
と
な
く
､
後
の
巻
で
回
顧
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
｣
(七

㍑頁
)
と
す
る
小
学
館

『完
訳

日
本
の
古
典

20
』､
新
潮

『古
典
集
成
』
な
ど
の
注
記
に
も
､
本
質
的
な
差
違
は
認
め
難
い

.

よ
う
に
思
う
｡
し
か
し
､
阿
部
秋
生
民
は
､
｢自
他
共
に
許
し
て
い
た
世
俗
の
栄
華
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
わ
が
生
涯
は
憂
愁
悲
哀
に
満
ち
た

ま
ま
な
ら
ぬ
生
涯
で
あ
っ
た
t
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
述
懐
が
'
若
菜
下

･
御
法

･
幻
に
､
殆
ど
同

1
の
論
の
運
び
方
で
繰
返
さ
れ

て
い
る
｣
(『光
源
氏
論

発
心
と
出
家
』
989
年
8
月
10
日

東
京
大
学
出
版
会

は
頁
)
と
指
摘
さ
れ
､
そ
う
し
た
述
懐
が
､
藤
壷
'
紫
上

1

の
述
懐
と
同
様
の
趣
旨
を
語
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
｡
そ
し
て
そ
れ
は
､
師
輔
の
子
高
光
少
将
､
道
長
の
子
右
馬
頭
顕
信
の
よ
う
に
､
将

来
の
栄
達
を
見
棄
て
て
'
墨
染
め
の
衣
に
身
を
や
つ
す
権
門
の
公
達
の
生
き
方
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
､
｢
そ
う
い
う
人
々
の
心
の
底
を
解

釈
し
て
み
る
と
､
｢あ
な
い
み
じ
｣
｢あ
は
れ
｣
と
い
う
だ
け
で
は
覆
い
き
れ
な
い
'
外
貌
か
ら
は
見
て
と
れ
な
い
意
識
の
底
の
憂
愁
が
あ
っ

て
'
そ
れ
が
こ
の
物
語
の
作
者
に
も
伝
わ
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
.｣
(同

は貢
)
と
臆
測
さ
れ
て
い
る
O
そ
し
て
さ

1

ら
に
'
｢紫
の
上
が
自
玉
楼
中
の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
､
六
条
院
に
は
悔
恨
と
哀
慕
の
思
い
が
遣
る
.｣
(同

湖
頁
)
と
さ
れ
､

六
条
院
に
と
っ
て
は
'
紫
の
上
が
い
な
-
な
っ
て
か
ら
の
日
々
は
､
何
の
意
味
も
な
い
｡
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
痛
恨
と
追
憶
だ
け
が

涙
な
が
ら
空
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
の
一
年
余
の
後
に
､
た
だ
年
が
明
け
た
ら
出
家
し
よ
う
､
と
い
う
こ
と
だ
け
を
き
め
て
い
る
の

で
あ
る
｡
そ
こ
に
､
ど
れ
だ
け
の
思
慮
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
｡
何
の
整
理
も
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
時
々
の
想
念
を
'
限
り
な
い
悲
し
み

と
共
に
抱
き
こ
ん
で
'
た
だ
出
家
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
｡
年
が
明
け
た
ら
､
と
い
う
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
理
由
が
あ
る
わ
け
で
も
な

い
が
'
｢今
年
を
ば
か
-
て
忍
び
し
つ
れ
ば
｣
と
思
う
の
で
あ
る
｡
か
っ
て
六
条
院
が
期
し
て
い
た
よ
う
に
'
心
静
か
な
出
家
と
い
う
わ

け
に
は
ゆ
く
ま
い
｡
出
家
し
て
も
'
こ
の
悔
恨
､
哀
慕
の
思
い
は
消
え
な
い
で
あ
ろ
う
｡
(同

cqSB頁
)

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
本
文
の
校
異
を
も
考
慮
さ
れ
た
徹
底
的
な
解
釈
を
通
し
て
の

｢読
み
｣
で
は
あ
る
が
'
ま
た
'
従
い
稚
い
点
も
多
い
｡

鈴
木
日
出
男
氏
は
'
｢光
源
氏
の
造
型
を
中
心
に
'
こ
の
物
語
の
古
さ
と
新
し
さ
か
ら
成
る
緊
張
的
な
し
く
み
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
'
す



ぐ
れ
た
今
日
的
な
課
題
｣
(｢国
文
学
｣
平
成
3
年
5
月
号

110
頁
)

で
あ
る
と
さ
れ
る
｡
そ
し
て
､
｢作
中
人
物
た
ち
の
意
識
を
は
る
か
に

超
え
る
次
元
で
､
そ
の
人
物
た
ち
が
索
引
さ
れ
て
い
く
｡
し
た
が
っ
て
'
光
源
氏
の
栄
達
へ
の
途
と
恋
の
人
間
関
係
を
有
機
的
に
関
連
づ
け

よ
う
と
す
る
作
品
固
有
の
論
理
が
'
は
じ
め
か
ら
作
用
し
て
い
た
｣
(同

畑貢
)
と
指
摘
さ
れ
る
｡
高
橋
享
氏
が

｢
源
氏
物
語
は
固
定
視

点
か
ら
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
､
｣
｢作
中
人
物
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
､
多
-
の
見
聞
者
や
伝
承
者
'
筆
記
編
集
者
た
ち
の
語
り
の
声
が
､

ポ
-
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
物
語
世
界
を
織
り
な
し
て
お
り
'
多
義
的
な
意
味
を
生
成
し
て
い
る
｡
｣
(『源
氏
物
語
作
中
人
物
論
集
-

付
､
源
氏
物

語
作
中
人
物
論

･

主
要
論

文
目
録
-
』

森

一
郎
編
著

勉
誠
社

平
成
五
年

一
月
五
日

-
頁
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
も
､
阿
部
氏
の

立
論
と
深
-
関

わ
る
も
の

で
あ
り
'
｢今
日
的
な
課
題
｣
が
何
で
あ
る
か
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
｡
だ
が
'
桐
壷
帝
の

｢死
の
季
節
｣

が
冬
で
あ
り
'
朱
雀
院
も
冬
で
あ
る
と
読
ん
で
-
る
と
'
幻
の
巻
巻
末
の
和
歌
の
意
味
は
も

っ
と
別
の
作
意
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
｡
こ
の
歌
が

『後
撰
』
藤
原
敦
忠
の
歌
の
上
の
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
諸
注
の
注
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
そ

れ
が

｢冬
｣
の
季
節
の
歌
で
あ
り
､
光
源
氏
の
死
を
予
測
す
る

｢辞
世
｣
の
歌
で
も
あ
り
'
雲
隠
の
巻
に
続
い
て
い
く
意
味
を
も
考
え
て
い

く
と
､
光
源
氏
の

｢死
の
季
節
｣
も
'
ま
た
冬
の
季
節
を
象
徴
す
る
も
の
と
す
る
読
み
方
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
嵯
峨
野
で
の
出
家
の
物
語
と
は
別
に
､
そ
う
い
う
読
ま
れ
方
が
'
物
語
享
受
の
方
法
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

探
る
こ
と
は
､
こ
の
物
語
に
新
し
い
別
の
光
を
照
射
し
て
い
-
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
｡
｢冬
篭
り

春
さ
り
来
れ
ば
｣
と
い
う

『万
葉
』

た
一■

の
こ
と
ば
は
､
魂
罷
り
充
電
す
る
た
め
に
真
床
覆
会
に
寵

っ
て
､
天
皇
霊
を
鎮
魂
し
た
古
代
の
信
仰
を
基
層
に
､
民
俗
信
仰
と
し
て
拡
散
し

お
ち

て
い
-
姿
を
､
そ
の
底
に
秘
め
て
い
る
よ
う
に
思
う
｡
そ
れ
は
'
春
の
季
節
に

若

返

る

｢王
権
｣
の

｢魂
寵
る
｣
季
節
を
意
味
し
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
｡
宇
治
の
大
君
の
死
が
冬
の
季
節
で
あ
っ
た
こ
と
は
､
そ
の
人
物
像
に
深
-
関
わ
る
も
の
で
は
あ
る
が
､
父
八
宮
の

死
が
､
物
語
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
と
と
も
に
秋
の
季
節
で
あ
り
'
｢王
権
｣
の
座
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
も
'

潔
-
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
｡
大
君
が
'
宇
治
十
帖
の
物
語
の
な
か
で
果
た
す
重
い
役
割
'
薫
の
愛
の
形
代
の
原
像
と
い
う
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愛
の
根
源
に
関
わ
る
深
さ
､
と
い
う
論
点
か
ら
､
父
の

｢死
の
季
節
｣
と
の
関
係
の
な
か
で
､
や
は
り
据
え
直
し
､
再
検
討
を
加
え
る
必
要

が
あ
る
｡

F源
氏
』
第
二
部
は
､
若
菜
上
の
巻
か
ら
幻
の
巻
に
至
る
源
氏
の
年
立
で
は
四
十
歳
か
ら
五
十
二
歳
ま
で
の
ほ
ぼ
十
二
年
間
の
物
語
で
あ

る
｡
桐
壷
の
巻
も
'
や
は
り
そ
の
誕
生
か
ら
元
服
ま
で
の
十
二
年
間
の
物
語
で
あ
る
｡
こ
の
年
立
の
対
応
は
偶
然
の

一
致
で
あ

っ
た
と
は
考

え
難
い
｡
物
語
の
作
者
は
'
注
意
深
-
年
立
を
追

っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
そ
の
誕
生
と
元
服
の
物
語
を
六
条
院
の
秩
序
の
崩
壊
､
紫
の
上
の

死
'
源
氏
の
出
家
と
そ
の
死
を
暗
示
す
る
と
い
う
物
語
に
対
偶
さ
せ
'
対
応
さ
せ
て
語

っ
て
い
る
｡
そ
う
い
う
物
語
構
成
の
意
識
を
注
意
深

-
読
み
と

っ
て
い
-
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
｡
そ
れ
ば
か
り
か
､
桐
壷
の
巻
は
確
か
に
行
事
中
心
の
年
立
で
は
十
二
歳
ま
で
の
物
語
で
は

あ
る
が
'
読
み
方
に
よ

っ
て
は
'
そ
の
後
の
物
語
を
も
揺
曳
し
て
い
る
｡
従
来
は
宣
長
の

｢手
枕
｣
の
巻
の
存
在
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
無

意
識
の
う
ち
に
据
え
過
ぎ
て
読
ん
で
き
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
そ
し
て
'
幻
の
巻
の
巻
末
も
'
そ
う
い
う
余
情
'
余
韻
を
残
す
手
法

で
終

っ
て
い
る
｡
や
は
り
巻
末
の
物
語
と
じ
め
の
手
法
の
な
か
に
'
対
偶
､
対
応
'
照
応
の
あ
と
が
明
確
に
読
み
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
登

場
人
物
の

｢死
の
季
節
｣
を
表
に
ま
と
め
て

一
覧
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡
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春
の
季
節
に
死
ん
で
い
っ
た
人
々
の
う
ち
'
左
大
臣
､
大
宮
'
相
木
は
､
と
も
に
左
大
臣
家
と
い
う
家
系
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
t
と
い

う
論
点
か
ら
見
て
い
-
こ
と
も
で
き
る
.
対
立
す
る
右
大
臣
家
も
'
と
も
に
執
念
-
家
に
意
-
怨
霊
に
た
た
ら
れ
る
家
が
ら
で
あ
る
｡
し
か

し
'
や
は
り
'
｢死
の
季
節
｣
と
い
う
意
識
を
'
そ
の
奥
に
揺
曳
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
｡
藤
壷
も
六
条
御
息
所
も
'
と
も
に
死
後
､

怨
霊
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
'
源
氏
を
さ
と
す
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
｡
源
氏
を

｢め
ざ
ま
し
｣
｢
つ
ら
し
｣
と
思
う
心
情
が
'

一
方
の
根

底
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
｡
｢冬
寵
り

春
さ
S?
来
る
｣
季
節
は
'
自
然
が
芽
吹
き
'
生
命
の
躍
動
す
る
季
節
で
あ
る
と
と
も
に
､

人
間
の
営
み
が
は
か
な
い
も
の
'
憂
愁
に
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
季
節
で
も
あ
っ
た
｡
つ
ま
り
､
自
然
の
み
ず
み
ず
し
さ
'

悠
久
さ
に
対
し
て
一
方
で
は
､
魂
の
結
び
ほ
れ
る
季
節
感
を
伴
っ
て
い
た
｡
両
大
臣
家
の
人
々
の
死
の
な
か
に
は
'
そ
う
い
う
憂
愁
が
､
探

-
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
｡
そ
の
よ
う
に
'
登
場
人
物
の
人
物
像
と
深
-
関
わ
り
合
い
な
が
ら
'
家
系
や
季
節
感
､
美
意
識
に
関
わ
っ

て
い
る
人
物
の

｢死
の
季
節
｣
の
意
味
を
読
み
と
っ
て
い
-
必
要
が
あ
る
｡

秋
の
季
節
に
死
ん
で
い
っ
た
英
の
上
と
紫
の
上
と
は
'
六
条
御
息
所
の
怨
霊
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
共
通
す
る
｡
女
三
宮
の

出
家
も
､
や
は
り
六
条
御
息
所
の
怨
霊
が
関
わ
る
と
す
る
｡
夕
顔
の
死
に
も
､
六
条
御
息
所
の
怨
霊
が
関
わ
る
と
す
る
見
方
も
あ
る
が
､
既

に
く
り
返
し
拙
論
の
な
か
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
直
接
的
に
そ
の
関
与
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
光
源
氏
の

｢心
の
鬼
｣
を
主
軸
に
､

『紫
式
部
集
』
の
歌
や

『今
昔
』
の
説
話
な
ど
を
重
ね
て
造
形
さ
れ
て
い
っ
た
物
語
で
あ
り
'
さ
ら
に
漢
籍
の
世
界
を
も
引
き
込
ん
で
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
多
彩
に
構
成
さ
れ
た
ロ
マ
ン
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
'
そ
れ
は
､
八
の
宮
邸
に
と
ど
ま
り
住
ん
で
い
た
若
い
男
の

修
業
僧
の
怨
霊
が
'
浮
舟
を
出
家
さ
せ
た
と
い
う
物
語
と
対
比
'
対
応
す
る
物
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
｡
そ
れ
に
つ
い
て

も
別
に
指
摘
し
た
ご
と
く
で
あ
る
｡
八
の
宮
が
政
権
の
座
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
､
零
落
の
な
か
に
出
家
L
t
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
も
'
そ
の
生

涯
と
人
物
像
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
､
令
泉
王
朝
成
立
の
根
底
を
政
治
的
に
支
え
て
生
き
て
き
た
藤
壷
の
死
と
､
ま
た
対
立
す
る
意
図

が
存
在
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
秋
の
季
節
に
死
ん
で
い
っ
た
人
達
が
'
死
ん
だ
日
や
野
辺
送
り
の
日
な
ど
を
'
｢
八
月
何
日
｣
と
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い
う
よ
う
に
'
具
体
的
に
'
明
確
に
示
し
て
い
る
相
違
は
'
や
は
り
他
の
季
節
と
は
違
っ
た
別
の
意
識
が
働
い
て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
｡

秋
の
季
節
は
旧
暦
七
､
八
､
九
月
で
あ
る
｡
『物
語
』
中
に
､
そ
れ
ら
の
季
節
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
､
吉
沢
義
則

『新
釈
』
本

(平

凡
社
)
索
引
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
ご
と
-
で
あ
る
｡
尾
州
家
河
内
本
と
の
校
異
を

(

)
で
示
し
た
｡

〇
七
月

(七
例
)

紫
犯
･
賀
弼
･
須
34
･
明
9
･
幻
紬
･
竹
4
･
椎
5
･

〇
八
月

(十
四
例
)

顔

は
･
末
紬
･
葵
3
･
再
は
･
連

1-1
･
少
3
･
野

ー
･
菜
下

畑
･
霧

2
･
椎
61
･
寄

猫
･描
･
東
4
･
手

は
･

〇
九
月

(二
十
例
)

顔

は
･
英
Se
･
賢
謝
･
関

川
･
種

姻
･
少
弼
･
玉
謝
･
袴

m
･

O.:;･
菜
下

畑
･
霧

独
･独
･
幻
3
･
椎
64
･
総
m
･
柑
･
寄

脚
･
東

70
･

70
･
手

m

〇
七
月

●

〓七
月
に
な
り
て
ぞ
参
り
給
ひ
け
る
｡
珍
ら
し
う
あ
は
れ
に
て
'
(ナ
シ
)
い
と
ど
し
き
御
恩
ひ
の
程
限
り
な
し
｡
(若
紫
)
<
藤
壷
懐
妊
'

参
内
>

脚七
月
に
ぞ
后
居
給
ふ
め
り
L
O
源
氏
の
君
'
宰
相
に
な
り
給
ひ
ぬ
.
(給
へ
り
)
(紅
葉
貿
)
∧
藤
壷
立
后
>

榊
七
月
に
な
り
て
参
り
給
ふ
.
(う
け
る
)
い
み
じ
か
り
し
御
恩
ひ
の
名
残
り
な
れ
ば
'
(須
磨
)
<
騰
月
夜
'
朱
雀
帝
に
参
内
∨

●

川七
月
廿
余

(ナ
シ
)
日
の
程
に
､
又
か
さ
ね
て
京
へ
帰
り
給
ふ
べ
き
宣
旨
-
だ
る
｡
(明
石
)
<
源
氏
京
へ
召
還
>

愉
七
月
七
日
も
'
例
に
変
り
た
る
こ
と
多
-
'
御
遊
び
な
ど
も
し
給
は
で
'
つ
れ
ぐ

に
眺
め
-
ら
し
給
ひ
て
'
(幻
)
∧
源
氏
､
亡
き

紫
の
上
を
思
う
>
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㈲
七
月
よ
り
卒
み
給
ひ
に
け
り
｡
う
ち
悩
み
給
へ
る
さ
ま
'
(竹
河
)
∧
玉
髪
の
姫
君
'
冷
泉
院
の
御
子
を
懐
妊
>

m七
月
ば
か
り
に
な
り
に
け
り
｡
都
に
は
ま
だ
入
り
立
た
ぬ
秋
の
気
色
を
'
音
羽
の
山
近
-
､
風
の
音
も
い
と
冷
や
か
に
'
槙
の
山
辺
も

僅
か
に
色
づ
き
て
'
な
は
尋
ね
釆
た
る
に
t
を
か
し
う
珍
ら
し
う
覚
ゆ
る
を
'
(椎
本
)
∧
薫
'
宇
治
の
八
宮
を
訪
れ
る
>

〇
八
月

m八
月
十
五
夜
､
隈
な
き
月
影
､
隙
お
は
か
る
板
屋
､
(夕
顔
)
<
夕
顔
の
宿
､
そ
の
死
>

ii八
月
廿
よ
日

(日
頃
)'
宵
過
ぐ
る
ま
で
待
た
る
る
月
の

(い
と
)
心
も
と
な
さ
に
'
屋
の
光
ば
か
り
さ
や
け
く

(か
に
)
(末
摘
花
)

<
末
摘
花
邸
>

桝
八
月
廿
日
余
日

(廿
余
日
)
の
あ
り
あ
け

(あ
さ
ぼ
ら
け
)
な
れ
ば
'
空
の
気
色
も
'
あ
は
れ
す
く
な
か
ら
ぬ
に
､
(英
)
<
英
の
上

の
野
辺
送
り
>

仙権
中
納
言
の
御
む
す
め
'
そ
の
年
の
八
月
に
参
ら
せ

(奉
り
)
給
ふ
｡
(持
槙
)
<
昔
の
頭
中
将
の
姫
君
､
冷
泉
帝
に
参
内

>

●
●
●

肘八
月
野
分
あ
ら
か
り
し
年
'
廊
ど
も
倒
れ
臥
し
'
下
の
屋
ど
も

(ナ
シ
)
の
は
か
な
さ
板
葺
な
り
し
な
ど
は
､
骨
の
み
わ
づ
か
に
残
り

●

て
､
立
ち
ど
ま
る
げ
す
だ
に
な
し
｡
煙
絶
え
て

(ナ
シ
)
あ
は
れ
に
い
み
じ
き
事
多
か
り
｡
(連
生
)
∧
末
摘
花
邸
>

●

㈲
八
月
に
は

(ぞ
)
六
条
の

(ナ
シ
)
院
造
り
果
て
て
渡
り
給
ふ
｡
(少
女
)
<
六
条
院
完
成
>

m八
月
に
は
故
前
坊
の
御
忌
月
な
れ
ば
'
心
も
と
な
-
お

(ち
)
ぼ
し
つ
つ
明
け
暮
る
る
に
､
こ
の
花
の
色
ま
さ
る
気
色
ど
も
を
御
覧
ず

る
に
'
野
分
例
の
年
よ
り
も
お
ど
ろ
-

し
-
'
空
の
色
変
り
て
吹
き
出
づ
｡
(野
分
)
<
秋
好
中
宮
の
父
君
の
忌
月
｡
六
条
院
>

㈲
山
の
御
門
の
御
賀
も
延
び
て
秋
と
あ
り
L
を
'
八
月
は
大
将
の
御
忌
月
に
て
､
(若
菜
下
)
<
英
の
上
の
忌
月
｡
朱
雀
院
五
十
の
賀
>

㈱
八
月
の
十
日
ば
か
り
な
れ
ば
'
野
辺
の
気
色
も
を
か
し
き
頃
な
る
に
'
山
里
の
有
様
の
い
と
ゆ
か
し
け
れ
ば
､
(夕
霧
)
<
夕
霧
'
御

息
所
の
見
舞
な
ど
に
こ
と
づ
け
て
小
野
の
里
に
赴
く
>
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㈹
八
月
二
十
日
の
程
な
り
け
り
｡
大
方
の
空
の
気
色
も
い
と
ど
し
き
頃
､
君
だ
ち
は
'
朝
夕
霧
の
晴
る
る
ま
も
な
-
'
思
し
欺
き
つ
つ
な

が
め
給
ふ
｡
有
明
の
月
の
い
と
花
や
か
に
さ
し
出
で
て
､
水
の
お
も
て
さ
や
か
に
澄
み
た
る
を
'
(椎
本
)
<
八
宮
の
死
>

㈹
左
の
大
い

(右
大
臣
)
殿
に
は
急
ぎ
立
ち
て
､
八
月
ば
か
り
に
と
聞
え
給
ひ
で

(ナ
シ
)
け
り
.
二
条
の
院
の
対
の
御
方
か

(ナ
シ
)

は
､
聞
き
給
ふ
に

(宿
木
)
<
夕
霧
'
匂
宮
と
六
君
と
の
結
婚
を
｡
宇
治
の
中
君
そ
れ
を
聞
-
>

姻
八
月
に
な
り
ぬ
れ
ば
'
そ
の
日
な
ど
外
よ
り
ぞ
伝
え
聞
き
給
ふ
｡
(宿
木
)
<
宇
治
の
中
君
'
匂
と
六
君
と
の
結
婚
を
>

㈹
八
月
ば
か
り
と
契
り
て
'
調
度
を
ま
う
け
'
は
か
な
き
遊
び
物
を
せ
さ
せ
て
も
'
(東
屋
)
<
浮
舟
と
小
将
と
の
結
婚
を
>

●
●
●
●
●

㈹
ほ
の
か
に
見
し
さ
ま
は
忘
れ
ず
'
物
思
ふ
ら
む
筋
何
事
と
知
ら
ね
ど
､
あ
は
れ
な
れ
ば
'
八
月
十

(よ
)
日
あ
ま
り

(ナ
シ
)
の
程
に

小
鷹
狩
の
つ
い
で
に
お
は
し
た
り
｡
(手
習
)
<
中
将
､
小
野
の
里
に
浮
舟
を
訪
ね
る
>

〇
九
月

●

川
九
月
二
十

(廿
余
)
日
の
程
に
ぞ
お
こ
た
り
果
て
給
ひ
て
､
い
と
い
た
う

(-
)
面
痩
せ
給
へ

(ひ
た
)
れ
ど
'
(夕
顔
)
<
源
氏
の

病
全
快
>

脚九
月
に
は
'
や
が
て
野
宮
に
移
ろ
ひ
給
ふ
ぺ
け
れ
ば
'
(葵
)
<
六
条
御
息
所
が
>

榔
九
月
七

(八
)
日
ば
か
り

(ほ
ど
)
な
れ
ば
'
む
げ
に
今
日
明
日
と
お
ぼ
す
に
､
(賢
木
)
∧
六
条
御
息
所
､
伊
勢
下
向
の
こ
と
>

紺九
月
晦
日
な
れ
ば
'
紅
葉
の
い
ろ
く

こ
き
ま
ぜ
'
霜
枯
の
草
む
ら
-

を
か
し
う

(く
)
見
え
わ
た
る

(関
屋
)
∧
関
屋

(山
)
で

の
出
会
い
>

愉
長
月
に
な
り
て
桃
園
の
宮
に
わ
た
り
給
ひ
ぬ
る
を
聞
き

(給
ひ
)
て
'
(檀
)
∧
源
氏
が
種
姫
君
の
事
を
>

㈲
九
月
に
な
れ
ば
､
紅
葉
む
ら
く

色
づ
き
て
､
宮
の
お
前
え
も
い
は
ず
お
も
し
ろ
し
｡
(少
女
)
<
六
条
院
の
秋
好
中
宮
の
お
庭
>

mか
く
い
ふ
は
九
月
の
こ
と
な
り
け
り
｡
渡
り
給
は
む
こ
と
'
す
が
く

し
く

(し
)
も
い
か
で
か
は
あ
ら
む
.
(玉
墨
が
六
条
院
に
>
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㈱
九
月
に
も
な
り
ぬ
｡
初
霜
結
ぼ
は
れ
'
え
ん
な
る
朝
に
､
例
の
と
り

ぐ

な
る
御
後
見
ど
も
の
'
引
き
そ
ば
み
つ
つ
も
て
参
る
御
文
ど

も
を
'
(藤
袴
)
<
玉
宴
へ
の
懸
想
文
を
>

㈱
数
な
ら
ば
厭
ひ
も
せ
ま
し
長
月
の
命
を
か
-
る
程
ぞ
は
か
な
さ

(藤
袴
)
∧
東
男
の
文
>

㈹
九
月
は
院
の
大
后
の
か
く
れ
給
ひ
に
し
月
な
れ
ば
'
(若
菜
下
)
<
弘
微
殿
大
后
の
死
>

仙明
け
暮
る
る
も
お
ぼ
し
分
か
ね
ど
'
月
頃
経
け
れ
ば
'
九
月
に
な
り
ぬ
.
(夕
霧
)
∧

1
条
御
息
所
の
死
を
嘆
-
>

㈹
九
月
十
よ
日

(
の
)
野
山
の
気
色
は
､
深
く
見
知
ら
ぬ
人
だ
に
､
た
だ
に
や
は
覚
ゆ
る
｡
(夕
霧
)
<
夕
霧
､
落
葉
宮
を
訳
ね
る
>

㈹
九
月
に
な
り
て
'
九
日
､
綿
お
は
ひ
た
る
菊
を
御
覧
じ
て
､
(幻
)
<
源
氏
､
紫
の
上
へ
の
思
い
>

㈹
明
け
ぬ
夜
の
心
地
な
が
ら
九
月
に
も
な
り
ぬ
｡
野
山
の
気
色
'
ま
し
て
柚
の
時
雨
を
催
し
が
ち
に

(椎
本
)
<
八
宮
亡
き
あ
と
の
邸
>

咽
か
の
人
は
'
つ
つ
み
聞
え
給
ひ
し
藤
の
衣
も
改
め
給
へ
ら
む
長
月
も
静
心
な
-
て
'
又
お
は
し
た
り
｡
(絶
角
)
<
薫
､
大
君
を
訪
ね

る

>

㈹
九
月
十

(よ
)
日
の
程
な
れ
ば
'
野
山
の
気
色
も
恩
ひ
や
ら
る
る
に
'
時
雨
め
き
て
か
き
-
ら
し
'
空
の
村
雲
怖
ろ
し
げ
な
る
夕
暮
'

(総
角
)
<
薫
'
匂
宮
を
伴
い
中
君
を
訪
ね
る
>

㈹
い
と
ど
昔
遠
-
な
る
心
地
し
て
､
す
ず
ろ
に
心
細
け
れ
ば
'
長
月
廿
よ
日
の
程
に
お
は
し
た
り
｡
(宿
木
)
<
薫
､
宇
治
を
訪
ね
る
>

㈹

｢九
月
に
も
あ
り
け
る
を
'
心
憂
の
わ
ざ
や
｡
い
か
に
し
つ
る
事
ぞ
｡｣
(東
屋
)
<
薫
が
浮
舟
と
全
う
の
を
'
侍
女
が
>

㈹

｢九
月
は
明
日
こ
そ
節
分
と
聞
き
し
か
｣
と
い
ひ
慰
む
｡
(東
屋
)
<
㈹
と
同
じ
場
面
>

榊
九
月
に
な
り
て
'
こ
の
尼
君
初
瀬
に
ま
う
づ
.
(手
習
)
<
妹
尼
が
浮
舟
を
得
た
よ
ろ
こ
び
を
>

七
月
の
資
料
川
､
㈲
と
'

脚､
伽
と
は
'
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
事
項
で
対
偶
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
.
州
も
司
召
に
準
じ
関
わ
る
と
見
る

と
､

倒'
㈱
な
ど
と
も
関
わ
る
よ
う
に
見
え
る
.
七
月
に
秋
の
情
趣
が
あ
ま
り
語
ら
れ
な
い
の
は
'
資
料
爪
の
季
節
感
と
深
-
関
わ
っ
て
い
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
宮
廷
の
公
的
行
事
と
関
わ
る
よ
う
な
記
述
が
多
い
｡

八
月
は
'
七
月
の
資
料

のに
か
ら
ん
で
季
節
感
の
表
現
が
深
め
ら
れ
て
い
-
｡
余
情
'
詠
嘆
的
な
表
現
､
和
歌
的
詞
句
を
取
り
込
ん
だ
詩

情
豊
か
な
拝
情
的
表
現
が
目
に
つ
く
｡
人
の
死
も
､
そ
う
い
う
季
節
の
表
現
と
深
-
関
わ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
｢死
の
季
節
｣
で

あ
る
と
と
も
に
､
入
内
'
結
婚
の
季
節
で
も
あ
っ
た
｡
資
料
仰
'
㈹
'
伯
､
胴
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
O
｢八
月
某
日
｣
と
い
う
表
現

で
'
｢死
の
季
節
｣
と
は
無
関
係
で
あ
る
の
は
'

怜'
㈲
'
㈹
の
三
例
に
過
ぎ
な
い
｡
そ
の
他
は
す
べ
て

｢八
月
野
分
あ
ら
か
り
し
年
｣
と

い
う
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
｡
行
事
や
事
項
の
記
述
は
そ
れ
で
よ
い
が
､
日
時
の
具
体
的
､
明
確
な
叙
述
は
､
や
は
り
季
節
感
を
は
っ
き

り
と
さ
せ
'
臨
場
感
を
生
々
し
く
語
っ
て
い
く
の
に
効
果
的
な
表
現
で
あ
る
.
そ
れ
は
､
九
月
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
0
資
料
m
t

伽'

㈹
な
ど
に
は
直
接
的
に
そ
う
い
う
心
情
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
が
'

紺'
昭
､
㈹
､
仰
な
ど
に
は
､
や
は
り
そ
う
し
た
表
現
意
識
が
は
た
ら

い
て
い
る
｡
そ
し
て
t
m
t

㈱'
㈹
な
ど
に
も
､
行
事
や
事
項
を
明
確
に
し
て
い
く
と
い
う
表
現
効
果
が
見
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
'
さ
ら
に
㈲
'

㈲
､
㈹
な
ど
の

｢九
月
に
な
り
て
｣
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
も
'
明
確
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
意
識
で
あ
る
｡
『源
氏
』
に
は
'
そ
う

し
た
表
現
意
識
が
鮮
明
で
あ
る
｡
し
た
た
か
に
鋭
-
迫
る
語
句
が
散
り
ば
め
ら
れ
象
験
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

秋
の
季
節
は
'
｢衰
え
｣
を
感
じ
､
｢人
を
思
索
に
導
く
季
節
｣
だ
と
中
西
進
氏

(胃
口
本
人
の
こ
こ
ろ
』
大
修
館
書
店

9-

･
10
)
は
指

1

摘
さ
れ
て
い
る
｡
｢飽
き
｣
は
ま
た
'
紅
葉
の
道
を
踏
み
分
け
て
死
者
を
探
し
尋
ね
て
い
く
季
節
で
あ
り
'
死
者
を
復
活
す
る
た
め
に
､
常

世
の
国
か
ら
聖
な
る
霊
魂
を
運
び
来
る
こ
と
'
遊
離
魂
を
招
ぎ
鎮
魂
す
る
こ
と
を
呪
術
と
し
て
な
し
得
る
季
節
で
も
あ
っ
た
｡
そ
う
い
う
長

い
固
有
の
伝
承
や
民
俗
信
仰
を
基
層
に
も
つ
季
節
で
も
あ
っ
た
｡

松
田
武
夫
氏

(『平
安
鎌
倉
私
家
集
』
岩
波

日
本
古
典
文
学
大
系
80

昭
39
･
9
)
は
'
『好
忠
集
』
の
解
説
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
｡

歌
材
の
取
り
あ
げ
方
が
斬
新
で
､
不
審
奔
放
な
語
句
を
自
由
に
駆
使
L
t
万
葉
調
の
復
活
を
目
ざ
す

1
万
㌧
古
今
集
的
修
辞
技
巧
を
も
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捨
て
ず
'
多
様
性
に
富
む
自
在
な
詠
法
に
よ
る
の
が
特
色
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
異
色
あ
る
歌
風
を
示
し
た
の
で
'
古
今
集
的
歌
風
の
継
承

と
温
存
と
を
む
ね
と
し
た
当
時
の
歌
人
た
ち
か
ら
は
'
む
し
ろ
異
端
視
さ
れ
た
が
'
和
歌
史
の
上
か
ら
見
れ
ば
'
後
拾
遺

･
金
葉
両
集
に

端
緒
を
発
し
た
和
歌
革
新
の
先
駆
的
歌
人
と
し
て
の
栄
誉
を
か
ち
得
た
も
の
と
さ
れ
る
｡
(7
貢
)

ま
た
､
藤
岡
忠
美
氏

(『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店
)
は
'
そ
の

｢作
風
｣
に
つ
い
て
､

好
忠
の

｢鳴
け
や
鳴
け
蓬
が
机
の
き
り
ぎ
り
す
過
ぎ
ゆ
-
秋
は
げ
に
ぞ
悲
し
き
｣
<
後
拾
遺
集

･
秋
上

>
と
い
う
歌
の

｢連
が
柚
｣
が

異
例
の
用
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
藤
原
長
能
は

｢狂
惑
の
奴
な
り
｣
と
好
忠
を
非
難
し
た
と
い
う
<
袋
草
子
∨
｡
た
し
か
に
好
忠
の
和
歌

に
は
'
発
想
の
上
で
は

『古
今
集
』
以
来
の
固
定
し
た
類
型
を
承
け
な
が
ら
'
用
語
や
語
法
は
和
歌
伝
統
か
ら
は
み
出
た
新
奇
な
も
の
が

多
く
つ
か
わ
れ
､
反
貴
族
的
な
田
園
の
こ
と
ば
や
耳
な
れ
な
い
草
木
の
名
'
『万
葉
集
』
以
後
絶
え
て
い
た
語
な
ど
を
織
り
ま
ぜ
る
こ
と

で
､
土
俗
や
生
活
の
に
お
い
､
愛
欲
な
ど
を
主
題
と
す
る
歌
が
数
多
-
み
ら
れ
る
｡
そ
れ
ら
は
彼
の
不
遇
な
生
活
と
意
識
に
あ
く
ま
で
も

執
し
た
訴
嘆
の
調
べ
に
結
び
つ
き
や
す
い
も
の
で
あ
り
'
そ
の
時
最
も
好
忠
歌
の
独
自
性
を
発
揮
し
た
｡
そ
う
し
た
新
風
は
後
に
源
俊
頬

な
ど
に
受
け
つ
が
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
｡
(第
四
巻

57
頁
)

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
曽
禰
好
忠
を

｢反
古
今
的
歌
人
｣
と
す
る
文
学
史
的
見
方
は
､
著
し
-
減
殺
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
｡
『好
忠
集
』

の

｢毎
月
集
三
百
六
十
首
｣
は
､
不
遇
を
欺
き
訴
え
る
も
の
で
､
好
忠
歌
の
枠
を
集
め
て
い
る
｡
そ
れ
に
続
-

｢百
首
歌
｣
に
は
'
確
か
に

そ
う
い
う
意
識
の
後
退
も
見
ら
れ
る
｡
｢三
百
六
十
首
歌
｣
｢百
首
歌
｣
は
'
当
時
多
か
っ
た
詠
歌
形
態
で
は
あ
る
が
､
不
遇
を
嘆
く

｢百
首

歌
｣
の
詠
法
は
､
藤
原
定
家
の

｢百
首
歌
｣
の
世
界
に
も
続
い
て
い
-
｡
『後
拾
退
』
『金
葉
』
に
端
を
発
す
る
和
歌
革
新
の
方
向
は
､
『
詞

花
』
『千
載
』
『新
古
今
』
へ
と
続
く
八
代
集
の
世
界
の
な
か
で
'
ど
の
よ
う
に
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
'
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
に

稿
を
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'

『千
載
』
の
哀
傷
歌
に
夏
の
歌
が
多
く
片
寄
っ
て
い
る
こ
と
は
､
や
は
り
､
『
拾
退
』
あ
た
り

か
ら
は
じ
ま
る

｢女
房
歌
｣'
新
し
い
王
朝
和
歌
の
転
換
を
承
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
｡
桐
壷
の
更
衣
の
夏
の
季
節
の
死
は
､
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零
落
す
る
亡
び
の
家
の
系
譜
と
そ
こ
に
生
き
る
更
衣

一
門
の
心
意
気
､
人
物
像
と
潔
-
関
わ
り
な
が
ら
'
そ
う
し
た
和
歌
史
の
動
向
を
も
読

み
ぬ
い
て
い
た
紫
式
部
の
し
た
た
か
な
史
眼
'
季
節
感
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
｡
『好
忠
集
』
の
夏
の
歌
に
も
､

注
意
す
べ
き
歌
が
見
ら
れ
る
｡


